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Ｔｈｉｓｓｔｕｄｙｅｘａｍｉｎｅｄｔｈｅｅｆｆｅｃｔｏｆａｐalmerelectronicpulsedevise（SRPE：StressRemover

PulseEgg）onarithmeticperformance・Thehealthysubjectswereconsistedof74collegestu-

dents（activestimulationgroupofSRPE41students／relaxstimulationgroupofSRPE32

students）．Ｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｏｆｔｈｉｓｓｔｕｄｙａｒｅｓｕｍｍａｒizedasfollows：Onthearithmeticperform‐

ance，ｔｈｅcompansonofpre-stimulationwithpost-stimulationforeachstimulationactiveand

relaxmodeofSRPE，１）Ttestrevealedthattheincreaseofarithmeticperformancewassig-

nificantforactivestimulationgroupofSRPESimilarly,２）Ttestrevealedthattheincrease

ofarithmeticperformancewassignificantforrelaxstimulationgroupofSRPE・Accordingly1

wesuggestedthepossibilitythattheincreaseofarithmeticperformancewasduetoactiveand

relaxstimulationofSRPE、Futuredirectionofthisstudywillbeonethatencompassescontrol

group（nostimulation)ｏｆＳＲＰＥ・Atpresent,wearepreparingtoexamineSRPEeffectsbya
newmethod．

Keywords：Palmarelectmnicpulsedevise，Arithmeticperformance

Ｉはじめに 抑制効果をもたらし、不眠症等に対して著明な改

善効果を報告し、他方、日中の眠気を除去する目

的で周波数漸増性の低電圧パルス頭部通電装置が

開発され、動物実験をはじめとする交感神経活動

の賦活効果へ視点をあてた研究についてもいくつ

か報告されている７)，)!…M)。

この種の先行研究を概観すると、体内への電気

刺激を加える初期の研究は、主として不眠症等の

患者に対する臨床治療を目的として実施されたも

これまで生理学および精神医学等の分野におい

ては、体内への通電刺激による生理的な変化に着

目し、多様な方法で臨床治療への応用をめざし研

究が進められてきた')~'０１。例えば、大川ら皿)~'2）

は、痴呆老年者に関する頭部電気刺激と睡眠障害

について、周波数漸減性低頻度・低電圧パルス通

電法に基づく電気導入睡眠器が，交感神経活動の

'１沖繩県立看畷大学看謹学部

2）琉球大学医学部

３１株式会社ホーマーイオン研究所

⑪琉球大学教育学部

'）OkinawaPrefecturalCollegeofNursing
2）FacultyofMedicine，UniversityoftheRyukyus
3）HomerlonLaboratory
4）FacultyofEducation，UniversityoftheRyukyus，

－２０１－



琉球大学教育学部紀要第64集

のが主であり、また、近年においては症状を抱え

る者のみならず、健常者に対するさまざまなケア

に主眼をおき、我々の身近な健康機器としての通

電装置が数多くあることは周知の事実である。

このような現状の中、今回、従来の通電刺激に関

する研究の中で、身体の部位と心理的な効果に関

して山下ら卿は、皮膚電気刺激による制御法の治

療経験から刺激の特異点、いわゆる鍼灸治療でい

う「ツボ」に刺激を与えることによって、痛みと

いうよりも体に浸みいるような重い感じが得られ、

その方が不安・恐怖と対決しやすいとの指摘に加

えて、村崎'6〕は手の中央にある労宮の「ツボ」を

刺激することは自律神経を安定させると示唆して

いる。また、久保田ｍは、手は外部の脳であると

していることから、手（特に手掌部）に刺激を加

えることによる自律神経系への影響についての研

究も行われてきた。秋本ら'8)は、健康成人に対す

る手掌部電気刺激（出力周波数14～1Hz/15～７３

Ｈｚ）による生理的変化について、心電図Ｒ－Ｒ間

隔による自律神経系評価について、副交感神経の

有意な上昇によるリラクゼーション効果と唾液中

ＭＨＰＧ上昇による覚醒作用について報告してい

る。さらに小林ら'9)~20】は、心理的効果について、

手掌部電刺激後の「怒り」「緊張」「活動性」「疲

労」「混乱」などの有意な低下傾向やスポーツメ

ンタルトレーニングにおける情動コントロールを

行う際の手掌部電気刺激の活用の可能性を報告し

ている。

そこで本研究は手掌部における低周波電気刺激

のリラクゼーション効果および心理的活動性（覚

醒水準上昇）に対する効果検討への基礎的研究と

して、手掌部における低周波電気刺激の精神性作

業能力（計算能力）への影響について検討するこ

とを目的とした。

2．実験期間

本研究は、2002年５月下旬～７月上旬。

3．実験に使用する機器および精神作業能力評価

スケール

（１）株式会社ホーマーイオン社製：Stress

RemoverPulseEgg（SRPE）を用いた。

機器の仕様については、出力電圧が最大60Ｖ

であり、出力周波数に関して、出力モードが

リラックス時（以下R刺激）においては、持

続100』４secのパルス14Ｈｚ～1Ｈｚの漸減性（３

分間×5サイクル)、アクティブ時（以下Ａ刺

激）においては14Hz～73Hzの漸増性（１分

間×15サイクル）である。また，本機器の重

量は309であり，１回あたりの通電時間は出

力調整時間を含めて15分間であった。

（２）精神性作業能力の測定は、内田クレペリン

標準型検査用紙（ＵＫテスト）を用い１分間

の計算作業量を精神作業能力とした。

４．実験手続き及び内容

（１）実験計画及び事前の手続き

被験者には研究の性格上、事前に目的等の

詳細な説明が受けられないことを了承しても

らい、研究の同意に関する確認を行った。そ

の際、既往症としてのてんかん及び現在手掌

部に皮膚疾患等がある者については、念のた

め研究に同意しないよう告げた。

実験開始前に、被験者に対して機器各部の

説明を行うとともに、手のひら電極の中央凸

部を必ず手掌部中央に当てること、また、電

気刺激中は電極を手掌部から離さないことを

使用上の注意事項として教示した。しかし、

ＡＲ両刺激の効果については、実験結果へ

影響を及ぼす恐れがあるため説明せず、好き

なほうを選択するよう教示した。

（２）実験内容

下記のプロトコールにて行った。

ＵＫテストの説明および練習（1分間×５

セット）を行った後、①精神作業（１分間）

②休憩（１分間）それぞれを２サイクルの後

③SRPE（ＡＲ両刺激より一つを選択）１５

分間刺激後、①②について３サイクル行い、

Ⅱ研究方法

１．対象

本実験に同意が得られた健常大学生73名（男性

11名、女性62名）を対象に実施した。平均年齢は、
19.0±2.1歳であった。

－２０２－
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刺激前後の精神作業量（ＵＫテスト）の計算

作業量の比較を行うものとした。

２．Relax刺激について

Ｒ刺激後の精神性作業能力は有意な上昇傾向を

示した。仮説においては、Ａ刺激に比べ変化なし、

または低下傾向を予測したわけであるが、それと

は異なった結果が得られたといえる。そのことに

関して、秋本ら'8)の報告によると、脳波に関する

α波帯域の中心周波数については、全体として速

波化の傾向を示したとしている。またそのことは、

Ａ、Ｒ両刺激とも同様の傾向を示しているとも報

告しており、脳波レベルにおいては、ある一定の

覚醒水準が保たれており、その結果として精神性

作業量の上昇を示したものであると推測される。

今回の結果は、ＵＫテストの休憩効果について

言及していない。かならずしも作業数が多いとは

言えないため一概には言えないが、実験の事前の

練習作業を加えると全16作業行っていることにな

り、刺激前と後の作業量の安定的推移からも休憩

効果のみの上昇とも断定できないとも思われる。

今後検討の余地は十分あるが、両刺激による作業

量上昇の可能性もまた、示唆されたものと思われ

る。

Ⅲ仮説

先行研究よりＡ刺激については、覚醒作用が報

告されていることから精神作業量の上昇傾向を示

すのではないか。

Ｒ刺激については、副交感神経活動水準の上昇

によるリラクゼーション効果が報告されているこ

とからＡ刺激に比べ刺激前後の精神性作業壁の変

化は無い、もしくは低下傾向を示すのではないか。

Ⅳ結果

１．Active刺激について

図１に示すようにＡ刺激前後の精神性作業量は、

刺激直前（作業４）平均作業量62.9より刺激後

(作業５）平均作業量66.7と有意に上昇した（t＝

-3.918/p＜001)。

２．Relax刺激について

図２に示すようにＲ刺激前後の精神性作業量は、

刺激直前（作業４）平均作業量64.0より刺激後

(作業５）平均作業量68.3と有意に上昇した（t＝

-5.010/p＜､001)。
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１．Active刺激について

Ａ刺激後の精神性作業能力は有意な上昇傾向を

示した。秋本ら】9)は、心電図ＲとＲ間隔による交

感神経系活動の冗進と、唾液中ＭＨＰＧの有意な

増加による中枢におけるノルアドレナリン量の増

加を報告している。また、小林ら'9)は、手掌部低

周波電気刺激による心理的効果についてＲ刺激に

比べてＡ刺激は「緊張」「抑うつ」などは低下す

るが「活動性」については変化が無いと報告して

いる。これらのことによる覚醒効果や心理的変化

は、精神性作業量に対して積極的な効果を及ぼす

と考えられ、このことは、Ａ刺激を与えることに

よる精神性作業能力向上への可能性を示唆するも

のであると考えられる。

作業１２３４５６７８９１０１１

＊＊：ｔ-3.918,ｐ＜､001,Ｎ＝４１

Active刺激群における精神性作業量について図１
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図２Relax刺激群における精神性作業量について
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本研究は、手掌部における低周波電気刺激のリ

ラクゼーション効果および心理的活動性（覚醒水

準上昇）に対する効果検討への基礎的研究として、

手掌部における低周波電気刺激の精神性作業能力

(計算能力）への影響について検討することを目

的とした。その結果ＳＲＰＥのActive刺激群にお

いて有意に精神性作業量が上昇し、Relax刺激群

においても有意な精神性作業量の上昇が認められ

た。このことから、SRPＥによる精神性作業能力

向上への積極的効果が示唆された。しかしながら

本結果のみでは、通電刺激のみの効果であるとは

断定できないため、今後コントロール群を含めた

再検討及び、疲労状態による作業量低下状態から

の検討の必要性があると思われる。

今後の課題

本実験結果よりＡ、Ｒ両刺激による精神性作業

能力の向上が示唆されたわけであるが、Ｒ刺激の

仮説との相違についての再検討、さらに、Ａ、Ｒ

両刺激が少なくとも覚醒水準を高め精神性作業能

力を向上させているとするならば、当然、無刺激

群（コントロール群）との比較検討が必要となろ

う、このことの確認をして始めて本研究の実際の

成果と考えられ、現在、新しい実験計画を作成中

であり、早急に再検討の用意があることを記して

報告とする。
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